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 表１ 講座の基本的な運営スケジュール 
 
◦ 開会（挨拶，講師紹介）      １０分 
◦ 大学教員によるテーマ内容の 
      意義についての講話  １５分 
◦ 講師による基調提案        ４０分 
        休憩（５分） 
◦ グループ討議           ２０分 
◦ 討議内容の発表・共有       １５分 
◦ 講師と教育相談室担当によるまとめ ２５分 
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 師   講 マ   ー   テ 回 日  施  実
 会員委育教市敷倉 るえ考を」罰体「 回1第 日22 月5 年3102
2013 年 6 月 26 日 第 2 回 「いじめ・不登校」を考える 「原因や背景」 岡山市立中学校教諭 
2013 年  7 月 10 日 第 3 回 「いじめ・不登校」を考える 「対応と未然防止」 岡山市立中学校教諭 
2013 年  8 月  6 日 第 4 回 「保護者のクレーム」を考える 岡山市教育委員会 
2013 年 12 月  4 日 第 5 回 「子どもにとって魅力のある学級」をどう創るか 赤磐市立小学校指導教諭 
2013 年 12 月 11 日 第 6 回 「子どもにとって魅力のある授業」をどう創るか 岡山大学教育学部附属小学校教諭 
2014 年 1 月 15 日 第 7 回 「子どもの問題行動」にどう対応したらよいのか 岡山市教育委員会 
 師   講 マ   ー   テ 回 日  施  実
2012 年 5 月 30 日 第 1 回 「子どもの特性を理解した生徒指導」 岡山市立中学校教頭 
2012 年 6 月 13 日 第 2 回 「NIE の取り組み」 岡山市立小学校教諭 
 諭教校学小立市山岡 」動活語国外「 回3第 日13 月01 年2102
 諭教校学中立市山岡 」りくづ級学「 回4第 日82 月11 年2102
 長校学小立市山岡 」きらび級学「 回5第 日61 月1 年3102
 師   講 マ   ー   テ 回 日  施  実
 長校学中立市山岡 」るえ変を校学で業授「 回1第 日81 月5 年1102
 諭教校学中立市山岡 」道武と化文統伝「 回2第 日92 月6 年1102
 諭教校学等高立県山岡 」育教アリャキ「 回3第 日31 月7 年1102
2011 年 10 月  5 日 第 4 回 「国語教育における協同学習」 岡山市立中学校教諭 
 長校学小立市山岡 」携連のと域地・者護保「 回5第 日2 月11 年1102
 長校学中立市山岡 」うよけつを力師教「 回6第 日81 月1  年2102
 師   講 マ   ー   テ 回 日  施  実
 長校学小立市山岡 」進推育食るけおに校学「 回1第 日91 月5 年0102
 長校学小立市山岡 」成育の力う合え伝「 回2第 日61 月6 年0102
 長校学中立市山岡 」育教報情「 回3第 日82 月7 年0102
 諭教校学中立市山岡 」育教語国外「 回4第 日72 月01 年0102
 長校学小立市山岡 」実充の育教数理「 回5第 日1 月21 年0102
2011 年 1 月 12 日 第 6 回 「生徒指導」 教師教育開発センター准教授 
 師   講 マ   ー   テ 回 日  施  実
2009 年 5 月 27 日 第 1 回 「子どもたちの生活とケータイの問題」 岡山市立中学校長 
2009 年 6 月 24 日 第 2 回 「発達障害など課題を抱えた子どもとどうかかわるか」 岡山市立小学校長 
2009 年 7 月 8 日 第 3 回 「「いじめ・不登校の問題をどう考えるか」 岡山市立中学校長 
2009 年 10 月 14 日 第 4 回 「学校における「評価」について」 岡山市立中学校長 
 長校学小立市山岡 」ていつに育教徳道「 回5第 日52 月11 年9002
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2013 2012 2011 2010 2009
合計 合計 合計 合計 合計
(1) (2) (3) (4) (5) (6)
119 55 68 72 30 48 392 118 179 282 274
①基調提案 平均 4.95 4.87 4.79 4.90 4.93 4.92 4.89 4.77 4.95 4.85 4.86
SD 0.26 0.34 0.62 0.30 0.25 0.28 0.37 0.54 0.21 0.42 0.41
②話し合い 平均 4.53 4.40 4.49 4.54 4.47 4.30 4.47 4.25 4.40 4.47 4.46
SD 0.67 0.53 0.70 0.55 0.50 0.77 0.64 0.39 0.65 0.67 0.57
③発言 平均 4.03 4.17 4.18 4.07 4.10 4.11 4.10 3.94 3.92 4.11 4.01
SD 0.80 0.54 0.84 0.70 0.75 0.83 0.76 0.64 0.78 0.74 0.78
④長さ　 平均 4.33 4.43 4.45 4.46 4.13 4.09 4.34 4.25 4.07 4.30 4.16
SD 0.84 0.92 0.98 0.82 1.18 0.96 0.93 1.11 1.10 0.88 0.88
⑤まとめ 平均 4.92 4.90 4.84 4.86 4.93 4.87 4.89 4.92 4.91 4.89 4.80
SD 0.36 0.29 0.36 0.39 0.36 0.33 0.36 0.08 0.35 0.35 0.51
⑥考えたこと 平均 4.94 4.96 4.94 4.97 4.97 4.98 4.96 4.92 4.97 4.93 4.95
SD 0.24 0.19 0.24 0.17 0.18 0.14 0.21 0.08 0.17 0.25 0.21
⑦次回講座　 平均 4.80 4.83 4.78 4.54 4.87 4.67 4.74 4.68 4.84 4.89 4.83




































































































































































































































































































































































































（１） 18 5 3 0 0 2 0 13 0 0 0 0 1 0 0 14 42
（２） 8 6 5 0 0 4 0 6 0 0 0 0 0 0 0 6 29
（３） 12 10 7 0 0 3 0 7 1 0 0 0 0 0 0 8 40
（４） 16 4 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 1 0 0 5 25
（５） 7 1 4 2 0 0 0 1 0 0 0 0 3 0 0 4 18
（６） 12 4 3 0 2 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 4 25
合計 73 30 22 2 2 9 0 33 1 0 0 0 7 0 0 41 179


















（１） 44 11 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 2 0 0 4 60
（２） 51 1 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 58
（３） 25 2 0 0 0 3 0 2 0 0 1 0 2 0 0 5 35
（４） 19 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 3 0 0 4 24
（５） 17 3 0 0 0 0 0 8 0 3 0 0 0 0 0 11 31
（６） 42 11 3 0 16 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 74
合計 198 28 5 0 16 8 0 13 0 3 2 1 8 0 0 27 282


















（１） 16 5 7 0 0 7 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 36
（２） 48 3 8 0 4 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 68
（３） 47 15 6 0 3 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 76
（４） 14 7 3 0 6 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34
（５） 8 13 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23
（６） 22 6 3 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37
合計 155 49 28 0 19 14 5 2 2 0 0 0 0 0 0 4 274




















（１） 50 27 8 0 16 10 0 3 0 0 1 3 1 0 0 8 119
（２） 30 10 2 1 2 3 0 3 0 0 0 3 1 0 0 7 55
（３） 25 15 2 0 14 4 1 1 0 0 0 4 1 1 0 7 68
（４） 29 12 8 0 13 4 0 1 1 0 0 1 2 0 1 6 72
（５） 20 3 1 0 1 2 0 0 1 0 0 1 0 0 1 3 30
（６） 38 2 2 0 1 3 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 48
合計 192 69 23 1 47 26 1 8 2 0 1 13 5 1 3 33 392


















（１） 4 4 2 0 1 7 0 2 0 0 0 0 1 1 1 5 23
（２） 19 4 1 0 2 3 0 2 0 0 0 0 2 0 0 4 33
（３） 17 1 1 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3 1 0 6 26
（４） 5 8 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 1 1 0 5 18
（５） 12 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 18
合計 57 18 5 0 4 11 1 9 0 0 0 0 8 4 1 22 118
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Title： Development of “A Training Course to Cultivate the Abilities Required for Teachers (5)
  a Program to Bring on Teachers with a High Degree of Specialization and Practical Leadership
Subtitle： To Cultivate the Practical Leadership Required for Teachers
Mikio BUTO*1,   Kiyoshi OGAWA *1,  Seitaro KOBAYASHI *1
(Abstracts)  On this extracurricular course, “A training course to cultivate the abilities required for 
teachers”, we focused on seven themes this school year. The latest is the 30th of all that we have organized 
since 2009.
Even those who had passed the teaching staff examination heighten their fears to be a teacher by the 
news about class disruption, bullying at school, truancy, and the other problems worrying teachers. They 
have consciousness of their lack of experience and their leadership. We hope that this course will turn out 
competent new teachers and that they will meet the needs of the present severe conditions. The course has 
been aimed at giving those students more practical information and advice considering various conditions, 
and developing their practical leadership skills and letting them have a lot of self-conﬁdence. This report is 
the detail on the basis of the students’ feedback about the theme in the 1st to the 6th this school year.
 
Keywords: teacher competence ,  practical leadership skills ,  educational issues ,
 a schoolteacher actively engaged in teaching ,  student discussion
*1  Center for Teacher Education and Development, Okayama University
割を果たしている。１２月に開催した５，６回につ
いては，教育学部学内掲示板での掲示も同様に進め
てきたが，大学に来る機会が減少した４年生への広
報が難しかった。また，３年生も直前まで教育実習
があった。その時期に合った広報の仕方の工夫が必
要である。
○講座のテーマの選定内容の工夫
　「学級づくり」や「授業づくり」の講座では，教師
への意欲の高まりを感じるアンケートの回答が多く
なっている。具体的な指導の仕方を描くことができ
ること，その指導を教育現場で実践して成果を上げ
ている教員がいることが，学生の意欲につながって
いるものと考える。一方，学校現場で直面する困難
な教育課題は，学生の課題でもある。学生の不安を
取り除くために今後も取り上げていきたい。
　本年度受講者のアンケートや相談室を利用する学
生の声などを手がかりとしながら，学生のニーズを
十分に踏まえた上で，教師力の育成という点からテー
マを設定していきたい。
Ⅶ．終わりに
　４年間の本講座の実績の上に立って，それを継承
する形で本年度の教師力養成講座を開催した。この
講座を通して，学生は学校現場で活躍している教員
の姿や熱い思いに触れ，教育現場を想定した具体的
な指導を学ぶことができている。それと同時に，「自
分が教師になったらこうしたい」「こんな教師になり
たい」という思いを創り上げ，教師としての自覚や
使命感を高めている。そのことは，即戦力となる教
師力を身につけた教員に近づいていくことでもある。
教師を目指している学生の中には，この講座を受講
できなかった学生もたくさんいる。そんな学生には，
講師の先生のご厚意により作成することができたＤ
ＶＤを，ぜひ教職相談室で視聴してもらいたい。そ
の際，相談室のスタッフが加わって，講座の熱気も
伝えたいと考えている。
　本年度も，この講座を７回に渡って開催することが
できたのは，加賀研究学科長，教師教育開発センター
の諸先生方，事務局スタッフの方々のご助言とご協
力のお陰であり，心から感謝申し上げる。
